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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】冬季に多発するウイルス性食中毒の主な原因ウイルスはノーウォーク様ウイルス（NLV）である。NLV
の流行実態を明らかにするために、非細菌性集団胃腸炎事件から検出されたNLVについて分子疫学的解析を行っ
た。 
【対象】1999年4月～2000年3月の期間に大阪市で発生した非細菌性集団胃腸炎事件26事例（患者糞便209
検体）を対象とした。 
【方法】RT-PCR法および電子顕微鏡法により、NLVの検出を行った。検出した NLVはサザンハイブリダイゼー
ション法によりプローブ型別した。さらにダイレクトシーケンスにより塩基配列を決定し、遺伝子系統解析を行
った。 
【結果】今回の1999－2000シーズンでは17事例（65．4％）、51検体（24．4％）からNLVが検出された。前回
報告した1996年4月～1999年3月の過去3年間では、従来のRT-PCR法で用いてきたAndoらのプライマーで検
出できなかったNLVによる集団胃腸炎事件は47事例中1事例のみであったが、今回のシーズンでは17事例中5
事例に増加した。プローブ型別および遺伝子解析の結果、これら5事例のNLV株の76．9％はP1-B型に分類さ
れ、他はAlphatron型に類似したNLV株であった。大阪市では1996－97シーズンはP2－B型、1997－98シーズ
ンはP2－A型、1998－99シーズンはP1-B型のNLVが主流であり、1999－2000シーズンはP2－B型のNLVが主
流となった。 
【まとめ】Alphatron型のNLVは日本とオランダでのみ報告されているタイプのNLVであり、既知のNLVと遺伝
子型が異なるため、今後詳しく解析していく必要がある。我々の4年間にわたる非細菌性集団胃腸炎事件におけ
るNLV流行の監視から、NLVの主要な流行タイプは各シーズンによって変化していることが示された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
冬季に多発するウイルス性食中毒の主な原因ウイルスはノーウォーク様ウイルス（NLV）である。NLVによる
胃腸炎は公衆衛生上大きな問題となっているが、その流行については不明な点が多い。本研究は、NLVの流行実
態を明らかにするために、非細菌性集団胃腸炎事件から検出されたNLVについて分子疫学的解析を行ったもので
ある。 
 1999年4月～2000年3月の期間に大阪市で発生した非細菌性集団胃腸炎事件26事例（患者糞便209検体）
を対象とし、RT－PCR法および電子顕微鏡法により、NLVの検出を行った。検出したNLVはプローブ型別および
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遺伝子系統解析を行った。 
 1999－2000シーズンでは 17事例（65．4％）、51検体（24．4％）から NLVが検出された。1996年 4月～
1999年3月の過去3年間では、従来のRT－PCR法で用いてきたAndoらのプライマーで検出できなかったNLVに
よる集団胃腸炎事件は47事例中1事例のみであったが、今回の1999－2000シーズンでは17事例中5事例に増
加した。プローブ型別および遺伝子解析の結果、これら5事例のNLV株の76．9％はPl－B型に分類され、他は
Alphatron型に類似したNLV株であった。大阪市では1996－97シーズンはP2－B型、1997－98シーズンはP2
－A型、1998－99シーズンはPl－B型のNLVが主流であり、1999－2000シーズンはP2－B型のNLVが主流であ
った。 
 以上より、非細菌性集団胃腸炎事件におけるNLVの主要なタイプは各シーズンによって変化していることが示
唆された。また既知のNLVと遺伝子型が大きく異なるAlphatron型のNLVの出現を確認した。 
 本論文は、NLVの非細菌性集団胃腸炎事件における流行像を明らかにしたものであり、この研究成果は、NLV
感染症における疫学の一端の解明に寄与したものとして博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
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